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前回は、文字、空白、行、コメント

など、C#のプログラムの書き方におけ

る、もっとも基本的な決まりについて

説明しました。基本的な決まりがわか

ったら、次に、ステートメントや関数

をいくつか覚えてプログラムを作って

みるというのが、プログラミングをマ

スターする従来の標準的な方法でした。

C#でも、構文をいくつか覚え、.NET

Frameworkを使って、自分がいちばん

興味をもてる分野のプログラムを作っ

てみるというのはとても良い方法です。

ただし、C#のプログラミングには、従

来の非オブジェクト指向の言語を使っ

たプログラミングとは違って、特に意

識する必要がある点がひとつだけあり

ます。それは、

オブジェクトのことを常に意識してプロ

グラムを作る

ということです。これを心がけるだけ

で、オブジェクト指向プログラミング

の特性を容易に理解できるようになり、

その利点を生かしてよいプログラムを

楽に開発できるようになります。

プログラムを作るうえで最初に理解

しておきたいことは、「オブジェクトの

もととなるクラスの作り方」です。今

回は、そのうち、とくにコンストラク

タとメソッドに焦点を当てます。

はじめに、オブジェクトの作成方法

と使い方を復習しておきましょう。

◆インスタンスの作成

クラスのインスタンスであるオブジ

ェクトは、通常、演算子newを使って、

クラス名と同じ名前のメソッドを呼び

出して作ります（図1）。

クラス名オブジェクトの変数

= new クラス名();
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・この記事で取り上げたソースコードおよび
サンプルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥CSHARPディレクトリに収
録しています。
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※この記事では.NET Framework SDKを
利用して解説していますが、C#Builder、
SharpDevelopでも利用できます（C#
コンパイラならすべて利用できます）。
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newのあとのクラス名と同じ名前の

メソッドを「コンストラクタ」といい

ます［★1］。

◆メソッドやフィールドの呼び出し

いったんインスタンスを作ったら、

次の形式で、クラスのメソッド（サブ

ルーチン、プロシージャ）を呼び出し

たり、公開されているクラスのフィー

ルドにアクセスしたりできます。

オブジェクトの変数.メソッド名();

オブジェクトの変数.フィールド名;

メソッドやフィールドがstatic（静的）

で宣言されている場合は、次の形式で

アクセスできます（staticについては後

述します）。

クラス名.メソッド名();

クラス名.フィールド名;

このように、通常のメソッドは、「オ

ブジェクトの変数名またはクラス名」＋

「ピリオド（.）」＋「メソッド名()または

フィールド名」という組み合わせだけ

で使うことができます。

これに対し、コンストラクタを使っ

てオブジェクトを作るときは、new演

算子を使わなければなりません。そし

て、new演算子のあとに指定できるの

は、クラス名と同じ名前のコンストラ

クタだけです。

上記のように、書式をみてみただけ

でも、メソッドとコンストラクタは異

なっています。以降で、この意味や、

「メソッドを呼び出すこと」と、「コンス

トラクタを使ってオブジェクトを作る

こと」の違いについて、詳しく考えて

みましょう。

ここでは、ひとつの例として、整数

を表現するクラス「IntegralValue」を

作って使ってみることにします。

実は、C#には整数を表わすプリミテ

★1 プログラマや研究者の中には、コンストラクタを一種のメソッドとみなさなかったり、「コンストラ
クタを“呼び出す”」という表現を避ける人たちもいます。しかし、ここではMicrosoftのドキュメン
トに準拠して、厳密さよりもわかりやすさを優先した表現を使います。

クラス定義
class Nantoka {
    // クラスの内容の宣言と定義
}

Nantoka x = new Nantoka()
（オブジェクト作成）

クラスのインスタンスx
（オブジェクト）

図1：クラスとオブジェクト

C#のコンストラクタには、3種類の異な

る性質のコンストラクタがあります。し

かし、通常、もっとも頻繁に使われるの

は、newと共に使ってインスタンスを作

成する「インスタンスコンストラクタ」で

す。この連載では特に明示した場合を除

いて、「コンストラクタ」という言葉はイ

ンスタンスコンストラクタを指します。コ

ンストラクタの種類についてはコラム

「C#の3種類のコンストラクタ」を参照

してください。
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C#の3種類のコンストラクタ

C#には以下のコンストラクタがあります。

インスタンスコンストラクタ

もっともよく使われるコンストラクタです。これはクラスのイ

ンスタンスを作成して初期化するために使います。後掲の

IntegralValueクラスに定義したコンストラクタは、いずれもイ

ンスタンスコンストラクタです。

プライベートコンストラクタ

クラスの内部だけからアクセスできる特別な種類のインスタン

スコンストラクタを作ることもできます。これを「プライベート

（private）コンストラクタ」といいます。このコンストラクタはク

ラスの外部からはアクセスできません。注意すべき点は、プライ

ベートコンストラクタを宣言したクラスは「インスタンスを作成

できない」ということです。したがって、このコンストラスタは、

後述のstatic（静的）メンバだけを使う、または特別なメソッド

でオブジェクトを作成してその参照を返すような特別なクラスに

限って定義することがあります

静的コンストラクタ

最初のインスタンスが作成される前、またはstatic（静的）メ

ンバが参照される前に自動的に呼び出されて初期化を行なう「静

的（static）コンストラクタ」というものもあります。このコン

ストラクタは、インスタンスを作成し、かつstatic（静的）メン

バも使うようなクラスで定義することがあります。

今回作成するクラス




